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明神　照男　議員
みょうじん てる お

「日本カツオ学会」挨拶に立つ町長

宝
永
津
波
活
か
し
高
台
移
転
を

望
ま
し
い
が
長
期
的
ス
パ
ン
で

震災対策問

問

保
護
と

大
型
漁
礁
設
置
を

総
量
規
制
が
　
　

必
要
で
は

漁業資源
原
発
に
頼
ら
な
い

　
　
ま
ち
づ
く
り

再
稼
働
は
議
論
を

エネルギー問題
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新
庁
舎
位
置
は
、
南
海
地
震

の
津
波
を
考
え
る
と
高
台
に
変
更

す
る
案
に
は
賛
成
だ
。
問
題
は
宝

永
地
震
で
百
余
尺
の
津
波
が
き
て
、

佐
賀
・
大
方
の
主
な
在
所
が
亡
所

と
の
記
録
が
あ
る
。
現
在
の
案
の

ス
ケ
ン
谷
は
役
場
は
残
る
が
町
が

消
え
、
多
く
の
犠
牲
者
が
考
え
ら

れ
る
が
こ
れ
で
良
い
の
か
。

　
東
北
沿
岸
部
の
映
像
が
明
日
の

我
が
町
と
思
う
時
、
３０
ｍ
以
上
の

所
に
庁
舎
と
居
住
地
移
転
を
提
案

す
る
。
今
取
り
組
め
ば
将
来
の
被

害
も
復
旧
費
用
も
少
な
く
、
こ
の

事
こ
そ
が
政
治
本
来
の
責
任
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

 
ま
た
、
佐
賀
地
区
は
大
方
の
よ

う
に
高
台
に
公
共
施
設
も
住
宅
適

地
も
な
い
。
高
規
格
道
工
事
の
残

土
で
宅
地
造
成
は
で
き
な
い
か
。

 
更
に
、
残
土
処
理
に
よ
る
環
境

汚
染
対
策
を
聞
く
。

　
防
災
対
策
の
観
点
か
ら
指
摘
の

高
台
移
転
の
政
策
誘
導
が
望
ま
し

い
が
、
長
期
的
ス
パ
ン
で
考
え
る

問
題
だ
。
現
段
階
は
高
台
移
転
の

余
地
を
残
し
て
避
難
道
、
避
難
場

所
整
備
を
優
先
し
た
い
。

　
現
在
残
土
に
よ
る
佐
賀
の
住
宅

造
成
計
画
は
無
い
が
、
検
討
す
る

必
要
は
充
分
に
あ
る
。

　
残
土
に
よ
る
汚
染
は
、
国
交
省

と
調
整
を
行
い
、
環
境
汚
染
が
起

き
な
い
様
に
施
工
し
た
い
。
県
漁

協
と
話
し
は
し
て
い
る
。

　
　
カ
ツ
オ
の
回
遊
が
減
少
し
て

曳
き
縄
漁
の
水
揚
げ
も
無
く
カ
ツ

オ
漁
は
終
わ
る
。

 
以
前
か
ら
漁
業
の
存
続
は
大
型

漁
礁
沈
設
と
Ｉ
Ｔ
Ｑ
し
か
無
い
と

言
っ
て
来
た
が
町
の
取
組
み
を
聞

く
。

　
カ
ツ
オ
資
源
に
つ
い
て
は
カ
ツ

オ
学
会
と
は
別
に
資
源
管
理
上
、

網
に
よ
る
乱
獲
禁
止
等
の
た
め
Ｔ

Ａ
Ｃ
の
導
入
も
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
。

　
町
の
振
興
策
と
し
て
施
設
整
備
、

カ
ツ
オ
関
連
事
業
、
金
融
対
策
、

情
報
収
集
な
ど
を
引
き
続
き
行
っ

て
い
く
。

　
　
原
発
に
頼
ら
な
い
町
づ
く
り

に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

　
伊
方
原
発
の
再
稼
動
に
つ
い
て

聞
く
。

 
ソ
ー
ラ
発
電
の
町
内
公
共
施
設

で
の
活
用
は
。

　
再
稼
動
は
こ
れ
ま
で
原
子
力
村

と
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
閉
鎖
的

な
状
況
で
の
判
断
で
な
く
、
最
大

限
多
く
の
議
論
が
さ
れ
る
べ
き
だ
。

危
機
管
理
体
制
も
充
分
と
は
言
え

ず
国
民
的
論
議
を
講
ず
べ
き
と
思

う
。

　
ソ
ー
ラ
発
電
は
、
佐
賀
庁
舎
と

大
方
く
じ
ら
保
育
園
に
は
設
置
し

て
い
る
が
、
消
防
署
は
計
画
し
て

い
な
い
。
新
庁
舎
は
検
討
中
。

※
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

※
武
道
必
須
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問


